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若年層デンマーク語における音変化ー付記

間瀬英夫

1. 若年層デンマーク語における音変化に関する追加項目
1. 1. 序
筆者は間瀬(2002)でデンマークの若年層のデンマーク語発音について述べた
が（間瀬(2005:§11)はその縮約版である），その後， G皿num(2001; 2005; 2007) 
を見て，筆者が述べたことがさらに裏づけられたほか，一部新しい事実が記述さ

れていることを見つけた．間瀬(2002)の§2.3. で， DnMs(=改良Dania式音声記
号）回 (Dania(=Dania式音声記号） [rii])は若年層では唇音，歯音の前で [ra]
(Dania [ra ])に変化したが，軟口蓋音の前では変化しないと述べた．現在でもその
発音形を用いる若年層話者はいるが， G皿num(2007: 36; 149血5)は，この軟口
蓋音の前の [ra]は二重母音に変わってきていると記述している．しかし，この

二重母音についての両ページにおける記述には不統一，不完全なところがあるた

め， G皿numに問い合わせて，何回かの私信で不明な点を明らかにすることがで
きた．以下，この二重母音についてGr⑳ num(2007)の訂正も兼ねて記述する．

1. 2. 「新」二重母音
Ir/の後に現れるこの「新しい」二重母音の音価を同書36頁では IPA(=国際
音声記号） [E"aj], 149頁註5では IPA[匹aj]と表記している．すなわち，二重母音の
第1要素を前者では中舌像：舌の [a]で，後者では前舌の [a]で表記しているが，
これは [a]となるべきとのことである．それゆえ，以下ではIPA[aj]ではなく IPA
[aj] (= DnMs [aj])で表記する．私信によれば，この「新しい」二重母音は主とし
て複音節語形（＝強強勢音節の後に弱強勢音節が続く型の複音節形）に現われ，単

音節語にはあまり現れないそうだが，G皿num自身は36頁でdreng,149頁でbrぉk
の単音節形を示している．（本稿では，同綴り異音語を除き語の日本語訳は省略す

る．）同書36頁のdrengの音声表記に幽dが欠落しているが，画dは‘‘便宜上"
二重母音の第2要素に置かれる．つまり，非二重母音発音形 IPA[1c}I! 明']/DnMs
[ldr町］が二重母音発音形になると， DnMs[1draj'g]となる．（以下では，音声記

号はDnMsを用いる；また音素記号も(IPA的ではな<)DnMsに基づく記号を用
いる；Gr皿numは単音節形では強強勢記号を省略しているが，本稿では強強勢記

号を付して示す）．

この S切d生起および位置移動を見ると， brぉk『brajg]の二重母音にも幽dが起
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こって良いはずだが，実際には起こらない．つまりこの二重母音は，下記の「真

の」二重母音とは異なるようである．

（綴り字中の＇は画 dを表す）：

[aj]: mig leg'dej'teg'n streg'leje sejle 

(cf. [oj]: 皿 j如g's岡'd0g'nstr0g'周es0jle) 

これらは音声的にも音韻的にも「真の」二重母音である，すなわち /aj/(vs. /aj/)で

ある ([aj]の [a]は／叫の条件変異音（間瀬(1994:15f., 24f. 参照））．

一方， dreng['draj'JJ], brrek『brajg],brrekke『brajg;;i],strrekke『sdrajg;;,]などにおけ

る二重母音 [aj]は現段階では音韻的には底／であり，その実現形が音声的二重

母音となると解釈しなくてはならない．というのは，「本来の」（＝（若年層より）

年長の）世代の発音でs認dをもつdrengは画dを保つが，本来のs認dをもたない

brrekは音声的に二重母音の発音形になるが画dを獲得しない．つまり， drengは

/drre]J'/→ ['ctr明']→ ['draj'IJ]の派生プロセスをもち， brぉkは /brreg/(または
/brぉk/)→ 『brag]→ 『brajg]の派生過臨をたどると解釈しなくてはならない．な

お，第2要素の [j]は「小さめの」［りと表記する方が良いのかもしれない．
Gr皿numは私信でbrぉk(IPA)伽咋］と書いてきたときがあるが，これはこの二重

母音の第2要素が「真の」二重母音の第2要素ほど明瞭な音ではなく，ごく短い

「わたり音」的であることを示唆しているようだ．この二重母音ぱ告年層で突如

現れたものではなく，間瀬(1994:§1. 4)で述べたように，すでにBrink/Lund(1975: 

128)で [a]から [alへのわたり音を含む［雌l(= [ah])と記述されている「二重
母音」，発音辞典SDU(86)で記述されている「概略［四］で表記される「極端に

短い二重母音ekstrak01tdiftong」」,Becker-Christensen (1968: 46)で記述されている

「[a]から [a]への短い二重母音」が，若年層で明瞭に用いられるようになった

のだと思われる（音節の中核である第1要素の音価はGr皿numの [a]か中舌／後舌

の [a]かは多少動揺があるとみるのが良いであろう．）例語を追加する：

dreng, streng ('dI詢',1sdr町］→ ['draj'IJ, 1sdraj'IJ] ([1dr砧JJ,'sdr咋］），
trぉngsel[向's;;,l]→ ['traj'JJSGl] (['ti咋s;;il]),
sprreng!, trぉng!『sbr助','tr助']→ 『sbraj'JJ,1traj'IJ] (『sb記JJ,'ti咋］），

しかし

:fiぉk,skrrek [皿g,'sg向］→ ['frajg, 1sgrajg] (『fr~g, 1sgr~g]), 
rぉk!,strrek! 『rag,1S呻 g]→ 『rajg,'sdrajg]([涵g,1sdr~g]). 

これらのことはGr0nnum(2007)には一切記述されていないが，この筆者の解釈は

正しいと Gr皿numは私信で返答してきている．

dreng ['draj'IJ]のs認d生起位置に関してGr0nnumが‘‘便宜上,,mの後と述べる
理由は， S認dは音節のコーダ部分に起こっているのであるが，通常の画d生起規
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則（長母音（状音）の後または短母音（状音）後の自鳴子音（状音）の後）に鑑みて mの
後に表記しているが， [IJ]の後でも良いのかもしれないとのことである．

いずれにせよ， Iぉ／は音節頭 Ir/に先行される場合，軟口蓋子音に後続されれ

ば [aj](年長の世代（＝若年層より年長の世代）では [a])で実現されるが，その他

の子音に後続される場合には la/の実現形の [a]に吸収された（つまり，／回は

Ir/と非軟口蓋子音の間には現れない）．将来もしbrrekなどの『brajg]が画dをと

るようになった場合，すなわち，もし『braj'g]となった場合には，「真の」二重

母音となることになり， [aj]は [aj]と音韻的に対立することになるかもしれない

が，これは今後の音変化の発展方向次第であろう．しかしいずれにせよ， Ir/と軟

口蓋子音の間の環境の [aj]対 [aj]のミニマルペアがあるかどうかは疑問である．

なお，この新しい二重母音に関しての普及範囲などの本格的調査は未だ行なわれ

ていないと Gr皿numは言っている．

1. 3. その他の音変化

Gr0I1Ilum (2007: 145ff.; 164:ff.)店告年層の発音の変化についてまとめているが，

それによると，間瀬(2002:§§2. 1, 3. 8)で述べた長母音の短音化は，より徹底

されてきているようだ．これは長母音が同一音節中の接近音（＝無摩擦継続音）

[6, t, W, l]の前で短音化する現象であるが，単音節形では完全に実行されるよ
うになったと述べている．（この短音化の変遷については，間瀬(2002:§3. 8)で

詳しく述べている．）短音化が起こると，長母音にあった幽dは接近音の後に移

る．この現象と補完的に，長母音後の（音節末） /v/は [v]の発音形がなくなり，

[w]のみとなる．この [w]は単音節中ばかりではなく，複音節中でも起こる．

（後舌長母音の後の綴り字 <g>が [w]で発音される場合にも，長母音は短音化

される．なお，間瀬(2002: §2. 7)で述べたように，長母音後の [i]は若年層で

は一般に脱落するので，この場合には長母音が保持される．）

s0d [1s0冷］→ 『s06'],

liv [1li:w]→『liw'],bog『b出w]→『haw'],

bord『bo:1]→ 『bo1'],

svag [1sva訂l→ 『sv出］（または ['sv社']).
さらには， Gr皿num(2007: 145)によると， [6]の前では長・短母音の区別はな

くなったたとえばhedeとheddeは中和し，両者ともに短栂音の『heぬ/1he6り］ま

たは長母音の『he函!'he:り］となる.gederとgedderは中和し，両者ともに『gefo]

または [ge函］となる．そこでGr皿numは次の例を示している： nede pa bunden 

kan man se ulke og『ge:fo]<水底にカジカと山羊(geder『ge函］）／カワカマス

(gedder『ge:60])が見える＞．
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このほかにも， Gr皿num(2007: 146f.)は新しい発音の傾向を示しているが，未

だ確立はしていないようである．

以上，間瀬(2002)以後の， Gr皿num(2007)に述べられている若年層の発音に関

する新しい記述を追加した．そこで，間瀬(2002:§3. 10)の表2に「新しい」ニ

重母音による音声形と長母音の短音化の例，長母音と短母音の中和の例を追加し

た表（＝表1)を以下に示す（注意：音声記号はDnMs).

§ 

2.2. 
2.3. 

2.4. 

2.5. 

2.6. 

2.7. 
3.4. 

3.5. 
3.6. 
3.7. 

追

加

表1 若年層デンマーク語における音変化

（強勢記号は省略するが，強勢は語の第1音節にある； SDUの発音表記の

後の数字は，当該音変化についての注番号を示す．）（音声記号はDnMs)

（発音辞典SDU,PMHおよび辞書NDOについては参考文献参照）

音変化 語例 SDU PMH NDO 変化後
rぉ→ m frisk 口刑゚ frresg 釦esg 坤 g
註i→ m ret rad 戊d rad 
r且＝註i 訂紀k trag trag trag 埠g
戊→ raj trajg 
ぉ： ~ a:, ぉ→ 血r 岸叫四,48 畑泣，血' k蕊l 血'
a: 血re kぉ：348 kぉ：0, ka:0 kぉ：3 ka:o 
短母音の長音化 畑 rre K紅310 K紅:,,屈：3 血 3 ka:o 

d匝 d虹310 d虹3 曲:,,di::, di:o 
s紅re s曲 310 s曲 3 sdi.r:, sdb 

ru(:)→ ro(:) gm rugrus:, , . 447 7 gru: gm'. gro: 
ru認er rus:, ruso ros:> 

i説落 eg 

1Ilei. krre日e:i,•[e[,ぬ'42s'心42 " e;(l) e:l e: 
r吼～血：，ra: 血 trre: tr叫．’ tra: 

kreds kr函s kr試s は出s
kre曲e 犀：S::l kr吼ぬ kra: ぬ

ro:~沿i fro froi.', fro:43 fro'. frむ fro: 
o:~ 5: → 5: gore go:0, 95:0 49 go:o, go:o g3:o g5:o 
v~w, → w liv li:v, liw' li:v, liw' li:w liw' 

hぉve 血：v;;;i, hre:ve, hぉ：we h砥：）W:;} 
hぉ：w;;, hぉ：w~ 

長母音の短音化 liv li:v, liw' li:v, liw' li'.w liw' 
bog ba:w, haw' b出w b紅w haw' 
bord bo:.1, b01' bo江 bo'1 boJ' 
hvid vi冷，vio' vio' vi冷 vi5' 
sad s0'.6, s06' s0:0 s0'.o s05' 

長短母音の中和 h叫e he:5;:i he:o;} he: 如 he:oa/heoa 
hedde heぬ heo.:, heoa he:oe/he如
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2. 音声・音韻変化

2. 1. 序

上記の表1からも分かるように，若年層における発音変化は主として母音の音
質と音長の変化である．これらの変化は音声的変化にとどまる場合もあれば，音
韻変化をもたらす場合もあると思われるが， G碑 mum(2007: 145:ff.; 164:ff.)で述べ
られているように，これらの変化がどの程度に一般化してきているのか不確かな

点が多々あるので，本稿では起こりうる音韻変化を指摘するだけにとどめ，組織

的な音韻分析は今後の課題として残すことにする．なお， Gr01111um(2001, 2005, 
2007)では若年層の言語の音素数は年長の世代の言語の音素数と同じになってい
る.Gr01111um (2007: 148-1_51; 157)の示す音素は次の通りである：/i:, e:, ぉ：/, Ii, e, ぉ／，
/a:/, Jal, /y:, 0:, o:/, /y, 0, o/, /u:, o:, a:/, /u, o, 紺，I址（上記箇所には実現形の詳細が示さ
れている．）この音素数は年長の世代の音素の数と同じである，つまり間瀬(1994)
と同じである（短母音音素に関しては間瀬の「解釈 I」と同一）．このような音素
の設定の仕方は年長の世代の言語との比較および変化を示すためでもあろうとは

思うが，この解釈が適切かどうかは大いに疑問である．しかし，そのことについ

ては本稿の議論の都合で言及する点もあるが，徹底的に議論することは行なわな

い．（以下， Gr01111um(2007)に言及する場合，省略して "G"で示し，たとえば
同書の 123頁に言及する場合， "G123"のように示す．）

デンマーク語の長母音と短母音は，音節末接近音の前で短母音状音化または長
母音状音化することによって音長の対立が中和することがあるが，全体としては，

すなわち接近音の前以外では，どの世代の言語でも音韻的にも音声的にも明瞭に
区別される．このことははっきりと認識しなくてはならない．

mil ['mi:l] - mild ['mil'] hvile ['vi:fa] - vilde ['vifa] 

sen『se'.n] - sind『sen'] mene『me:n:;,]- minde『men:;,]

畑 l『h蕊l] - held『hぉl'] lぉse『lぉ：s::>] - Iぉsse『lぉsg]

hval『V出I] - valg『val'G)] kane[韮：n~] - kande [1kan~] 
gran ['gra'.n] - gran [1gf皿'] rane 『ra:n~] - rande 『r皿~1
hyl『hy'.1] - hyld ['hyl'] hyle『hy:fo] - hylde『hyfa]
訓！［寧l] ー約lg!['約l'(j)] 徊le[知：I~] ー囮Ile[知fa]
fugl『fu:l] - fuld ['ful'] kule ['ku:fo] - kulde 『kul~]

Jo『JO'.] - jo [1jo] fokus ['fo:kus] foto『foto]
l如 ['l紅n] - lund『l如'] m如e『ma:ng]- munde『m如g]

音長の中和は§2.2以下の場合に起こりうる．
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2. 2. 接近音の前での母音音調の中和
2. 2. 1. 長・短母音＋接近音
同一音節内の接近音 [o,W, l]の前で長母音が，（とくに単音節中で）短音化した
り，複音節形中の短母音が (/ar/,Ira/, /rar/→） [::>] (間瀬(1994: §3. 6)参照）の前で
長音化することは以前から存在するものであるが(B1ink/Lund(1975: 255), 発音辞
典 SDU,PMHなど参照），若年層デンマーク語ではより一般的になってきた．
この結果，「接近音の前の」長・短母音が音声的あるいは音韻的に中和する傾向が
顕著になってきている．

短母音の実現形が長音化される場合，音質はそのままで長母音状音化される．
長母音が短音化される場合には，音質はそのままで短母音状音化される．した
がって，長・短母音音素の実現形が音長以外に音質の相違がない場合は，接近音
の前以外の音環境で対立が保持されるため，音韻的（＝音素的）状況に変化は起こ
らないが，音質に相違がある場合には音韻的状況が変わる可能性がある．「可能性
がある」という意味は，音韻分析は解釈・分析の仕方が一通りではないので，音
素数は変更しないで，実現形規則によって処理することも可能かもしれないから
である．

2. 2. 2. [w]の前

単音節形では [w]の前の長母音は（音質はそのままで）短音化するため，長・短
母音は両者とも短母音状音になるという形で（少なくとも）音声的に中和する．複
音節形では，短母音は短母音状音のままである．長母音は複音節形ではふつう長
母音状音で実現されるが，短音化することもありうる．（なお， G144のSkema10.6 
では複音節形中の長母音はすべて長母音状音で示されている．次ページ参照．）

長母音が短音化する場合には，長・短母音の対立は，両者とも短母音状音で実
現されるという形で（少なくとも）音声的には中和し，そして“短母音状音+[w]"
は「（音声的）二重母音」を形成することになる．このような「二重母音」はすで
に年長の世代で，“短栂音（状音）+[w]"の形で多種あるが，若年層では長母音の
短音化によって生ずる二重母音がさらに加えられる.[l], [o]の前の長母音の短音
化形とは異なり，本来の‘‘短母音十[w]"の二重母音は画dをとることが多い．
したがって， [w]に終わる二重母音では画dの有無が本来の短母音か長母音かを
見分ける目安にはならない．（以下の例語はGl41Skema 10.3 (= /r/に先行されな
い場合）の全てとその他に筆者がいくつか追加したもの.Ir/に先行される場合に
は実現形が異なってくることが多いが，いずれにせよ対立数は減少するので，
ここでは取り上げない．）
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短母音状音+[w](/r/に先行されない場合）

本来の短母音状音 短音化母音

(i] tvivl [1tviw'l] , ivrig『iwri] liv ['liw'], stiv『sdiw']
[e] peber『pewo] elev [e1lew'], lev! 『lew']
［ぉ］ ぉvl['おw'l],evne ['ぉwn~] s畑v[1sgぉw'],hぉv!『hぉw']
向 lav [汗多］ 『law'],stav『sdaw']
[a] hav『haw],tav [1紅w']

[y] lyv [名］『lyw'],tyvte 『1.ywd~] lyv! 『lyw']
[0] 吋 g['0Wrl], 邸 re['叩 J] 伽['出姻'],如b['如w'],
[o] 卵 [10w]直面！『mow'],s0Vllig『sowni]
[o] jog『jow'],biolog [bio1lo(w)'] 
固 fjog [眼w],fog[滋w] klog [1klaw'], tog [名]['給w']
[a] dog『daw],tov [1taw], sov『saw']

tav [1taw']対 stav『sdaw'](= [a]対 [al)は音声的には対立する．また，jog['jow'], 

biolog [bio1lo(w)']対 fjog[畢:w],fog [浪:w];bog『haw'],tog [名][1faW']対 dog

『daw],tov『tow],sov『saw'](=[o]対 [al対 [a])も音声的には対立する．これら

のことについては， §2. 3で再び扱う．

上記の単音節における短音化母音は，複音節においては長母音状音のままであ

る可能性が大きい.G144 Skema 10.6では，複音節形の幽dなしの例語は次のよ

うに全て長母音状音形が示されている：live『li:wg], leve『le:wG],hぉve『hぉ：WG], lave 

直：WG], lyve『ly:wG],如ve励be['10:wG ], Tove『to:wG],love/I担e『la:wG].上記の短音化

形の語の屈折変化形はlivet,(i) live; eleven, elever; leve(r); skぉve;hぉve(r);lave; staven, 

stave; lyve(r); 曲ve;如be(r);biologen, biologer; kloge; togetなどであるが，これらが全

て短母音状音で実現されるならば， [w](← /vi)の前には短母音音素しか現れない

ことになるが，複音節形で長母音状音で実現されることから見て，単音節形にお

ける短音化母音を音韻的にどのように解釈するかは問題となろう．

2. 2. 3. 音節末 Ir/に後続される場合
/a(:)/十Ir/,I孤：）I十Ir/は年長の世代以来ずっと，母音と音節末 Ir/の融合した音声

形が用いられてきた(cf.間瀬(1994: §3. 6)). Gr皿num(2007)の示す若年層の

言語でもまったく同様である： /a:r/→ [a:]: bare『ba:a],vanne『va:mg], far/→ /a/: 

par『pa](Gl49,157); /a:r/→ [a:]: b紐e『ba:a],borte『ba:dg],I細→ [a]: vor『va]

(GlSl,157). したがって，この場合には Ir/[l]の前の長母音の短音化は適用され

ないことになるので，以下ではこれらの /a(:)/十Ir/,I拭：）／十Ir/を除いた“母音＋（音

節末）Ir!"を見ていく．
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単音節形では長母音音素の実現形は単一の音節末 Ir!の前では（音質はそのま

まで）短母音状音化される．そして，この音環境では長母音音素の実現形と短母音

音素の実現形は音質が同じである短母音状音しか現れないことになる.(Gr四num

(2007)は阿e,胆rなどの母音を各々『g§:o],[g炉］のように[§(:)](=IPA [~(:)])を
用いているが，[§(:)]を補助記号を用いないで表記する場合，発音辞典の記述な

どから， [o(:)]より [5(:)]の方が適切だと判断できるので，本稿では，以下（本表

の例語を含め） [5(:)]で表記する： gm-e『g5:o]追呵[951].)

単音節形における [J]の前の短母音状音 (G141Skema 10.3の例）

本来の短母音状音 短音化母音
[i] ir『i.I] si(e)r『s虹']
[e] Per『pel] ser『Sel']
[a bぉr『b紅］ sぉr『s紅']
[y] fyr ['fyJ] <松＞ fyr! 『fy1']
回 ｛下記本文参照｝ 伽！『釦']
[::>] 加r『h51]<亜麻＞ 約r『fa1'][副］

[u] skurk『sgwg] ur [1Ul'] 
[o] sort『so1d]<黒い＞ ord『OJ']

（［四］のst0dなしの例はないが，本来の短母音音素は Ir/の前では音韻的に

2個しか区別されない合成形mmne『皿1mg](Gl41)などで本来の長母音の短音

化形が「短母音音素」に転換されたとして認めうるが，いずれにせよ，これらは

語全体としては複音節形である.)/r/_jr/環境の事例は網羅的には見られない：

(G 142の例）(r呵(lig)『r3Jli]),bror『brol],rir [1ril'], ((langt) rぉr['中'],gryr [1gryl'], f0f 

『r3l'],Ruhr/ror『rol'].)

単音節形では本来の長栂音をもつ形は必ず s切dをもつが，本来の“短母音

＋（単一）接近音”に終わる大多数の語では幽dをもたない．それゆえ，長母音が

短音化され，短母音状音になったとき，「短音化された」母音が本来は長母音で

あったのか，本来短母音であったのかが接近音後の画dの有無でしか分からない

ことが多い．

なお，本来の‘‘短母音十[l]十子音"形には変化は起こらない，つまり短母音は

短母音状音で実現される： birk『bug],forke1t [fa1kel'd], tyrk ['ty紗g],皿ぅrk『ID:llQ],

skurk『sgrug],sort『sold]<黒い〉，port『pol'd],tom ['toJ'n]. このことは複音節形でも

同様で，本来の短母音は短い音長のままである：ldrke ['ki.Igg ], keme『K紅nG],myrde 

『myJdg],tru皿e[11110mg ], n碑 ke『m3Jgg], spurte『sbrudg], porter『poldo].
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その他の場合には，複音節形では， Ir/は後続弱強勢母音 /g/と融合して [o]で

囀される（間瀬(1994:§3. 6)参照）．この弱強勢 [o]の前の短母音は長音化する．

その結果，複音節形では本来の‘‘短母音＋弱強勢 [o]"は本来の‘‘長母音＋弱強
勢 [o]"をもつ語形と同様に長母音状音で実現されるという形で長。短母音は中
和する．つまり，単音節形では短母音状音のみ，複音節形では母音が [o]に後続

される場合には長母音状音のみが現われる： svire『svi:o], svirre (『sviJo]→）[svb], 

vぉre『va:o],Vぉrre(『v紅::,]→）［遥：o], bestyre [be'sdy:o], forstyrre ([紺sdyl'o]→）

［鉗sdy:o],曲re(く扉＞の複数形）『d3:o],forsterre ([fo'sd3i'o]→）［紺sd臨],skure 

『sgu:o], skurre (『sg匹］→）『sgu:o].

もし短母音状音を短母音音素の実現形，そしてもし長母音状音を長母音音素の

実現形と解釈するならば，Ir/に後続される場合には，単音節形では短母音音素（の

実現形）しか現れず，複音節形では fro/の前では長母音音素（の実現形）しか現れ

ないことになる．実に不自然な分布と言えよう．そしてこの解釈は，語の原形。

基本形と屈折形との対応などを考慮すると，不自然な解釈であると言わざるを得

なし＼

dyr『dyi'],d耐［迦'](曲く死ぬ＞の現在形），d畑['d3i']<扉＞は年長の世代の言語
では /y:,0:, o:/の3個の長い音素を設定する（間瀬(1994:§2. 4. 2)参照）が，若年

層ではこれらが短母音状音で発音されているので，短母音音素の実現形とみるこ

とができるかもしれないが， dyrく高価な>の -e屈折形<lyre『dy:o],dyrく動物＞の
複数既知形 dyrene『dy:on.:i]などでは長母音状音が現われる．このような場合，

「基底」音素として長母音とするのか短母音にするのかは未決定にしておく．な

お，この3個の音素に限らず，動詞si(e)r,serの不定詞形si『si'.],se『se:]は長母音

状音であり，形容詞sぉrの -e屈折形はsぉre『sa:o],urの複数形はure『u:o], (tage til) 
orde『o:o](imod), stor『sdoJ']のゃ屈折形はstore『sdo:o]でいずれも長母音状音が

現れる．これらは年長の世代の言語では長母音音素の実現形である．

2.2.4. [oJの前
[oJの前の長母音の短音化はずっと以前から見られる現象であり，単音節形で
も複音節形でも見られ，すでにBrink/Lund(1975:§33)で彼らの対象の言語で見ら

れる： ud『u:o]→『uo'],ude『u:9]→ 『uo9],flad ['fl謡］→ ['flao'], flade ['fl碑］→

['fl謁],b紺e『ba:9]→ 『b謁],ned『neも］→ 『n必'],badning [蒻：oneIJ]→ 
『baoneIJ],politiet [po1fti:9]→ [polftio'9] (p.221). 

したがって， [o]の前での長母音の短音化は若年層に特有のものではないので

あるが，実際は年長者の言語と並行する音変化とはなっていない．それは複音節

形での音変化によるものである．複音節形では長。短母音状音が無差別に現れる
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(§1. 3参照）．単音節形では長母音は短音化・短母音状音化する．短母音は長音

化・長母音状音化しない．その結果，母音は短母音状音しか現れないことになる

ので，長・短母音の中和は短母音形のみということになる．

単音節形における [oJの前の短母音状音 (G.141,142 Skema 10.3, 10.4) 

X_[6] R_[o] 

本来の短母音 短音化母音 本来の短母音 短音化母音

[i] bid1『bio] bid!,!, 『bio'] vrid (sb) ['vrio] rid! [1ri5'] 
[e] bed3『beo] bed!4『beo']
［ぉ］ med『m叫］ vぉd!『V叫'] fred [1:fr⑳] 
固 bad!5『b細］ red! 『r細］
[a] bad6『bao] bact7『bao']
[a.] rad['mo] grred, grad [lg叫']
[y] 
ssy囮dd『ss『yso9]00] 

gyd! 『gyo'J spryd『sbryo] bryd! 『bryo']
回 邸d!『900']
[o] (+[ro]) md『roo']
[u] skud『sguo] tud [1tuo'J 

brud9 ['broo] [o] fod『foo'J Rued/rod『roo']
固 b組『bao'J 点dlO「函']
[ :,] skod11『sg:,6] skod!12『sgoo'] brod『bro6]

(bid1『bio]<噛むこと>,bict2『bio'](bideく噛む〉の命令形）， bed只花壇>,bed4 (bide 

く噛む〉の過去形），bad!5『bao'](badeく入浴する〉の命令形），bad6く入浴>,bad7 (bede 

く頼む＞の過去形；年長の世代では『ba'.o,'bao',bao']). s囮ds 『s900]<ひざ＞，く（洋

服の）すそ，たれ>,bruct9『broo]<破壊＞，点d10『rao']<忠告>,skod11『sgoo]< (タバ
コの）吸いさし〉， skod!12『sg涸](skoddeく（紙巻きタバコを）もみ消す〉の命令形））．

（例中のred!はredeの命令形； reddeの命令形red!は ['roo']となる.)(R_[o]環

境に短母音形の [roo]となる語はないが， [oJの前以外での短母音形の [ro]は

存在する： mdt [rod] [名］＜赤>,r0gt [rogd], r0st [rosd], ryg [rog].) 

([oJは母音直後に現れ，単音節単形態形では [oJの後に子音がくることはない．

（単音節）複形態語でも所有格の -s[s] および形容詞中性語尾—t [d]が [oJの後

に現れるに過ぎない.[o]は具体音韻的には lo/の実現形と解釈されるが，より

抽象度の高い音韻解釈では Id/の音節末実現とすることもできる．）

音節頭 Ir/に先行される音環境では先行されない場合とは音声形（＝変異形）が

異なることがあるが，いずれにせよ Ir/に先行されない音環境より対立数が減少
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するので，以下では Ir/に先行されない音環境の音声形のみを対象とする．単音
節形中の長母音が [o]の前で短音化した場合，音節頭 Ir/に先行されない短音化
した短母音状音は， §2. 3で扱う lo,紺([oぷ o])および /a/([a, a, a])を除き，音
質的な相違はない．つまり短音化した長母音の実現形は短母音音素の実現形であ
る短母音状音と同じ音質である．この環境では短母音音素の実現形のみが現れる
ことになるが，本来の音素数の増減はない．本来の長母音をもっていた語形では
[o]の後に必ず s認dを伴う．本来の短母音十[o]に終わる語の大多数では [o]に
s認dが起こらない．したがって，単音節形で [o]に画dのある語の大多数は長母
音の短音化形をもつ語ということになる．（本来の短母音十[o]に終わる語でs認d
を持つ。持ち得る語： bid『bio']くかけら，ーロ〉 (cfbid『bio]<噛むこと>.),skid 
『sgio'],od『oo'];bred『brぉo,'br叫'](SDU), 『br函'](PMH), 『brreo](NDO) <岸
（辺）>; klid ['klio,'klio'] (SDU), ['klio] (PMH), ['klio] (NDO), 皿d['n00'] <木の実＞，
oxsyd [og'syo'] (PMH), snyd『snyo'],ud『uo'].)

一方，複音節形では， [o]の前では本来の長母音も本来の短母音も長母音母音
状音または短母音状音で実現される (G.145,166). つまり，複音節形では長・短
母音の中和は，その母音音長が長いか短いかのどちらか一方ではなく，両発音形
が無差別に現れるということになる．この点は年長の世代の言語とは異なる．年
長の世代では，上記のBrink/Lundにも見られるように複音節形でも長母音の短音
化はあっても，短母音の長音化はない．

上述のように， G.145,166によると，複音節形で本来の長・短母音はどちらも，
長・短母音状音で実現されるということであるが，この事実は音素数の増減には
関係しない．つまり，複音節形における音素数は単音節形における音素および実
現形の数より多くなることはない．

§2. 2. 3で，単音節形で短母音状音の語形に対応の複音節形での長母音状音の
語形の対応を示し（たとえばsぉr-sぉre,dyr -<lyre, ur -ure, stor -store), 単音節形に
おける短母音状音形が基底では長母音の実現形の可能性があること，あるいは単
音節形の短母音状音が短母音の実現形で，複音節屈折形では長母音化する可能性
を示唆したが，本節の [o]に後続され場合には複音節形で長母音状音も短母音状
音も無差別に現れるなら，複音節形と単音節形の母音音長を基底で比較すること
はできないことになる．

bed [名］ーbedet,bede; bed! -bede; vred! -vrede/vぉdde;bad -badet, bade; bad! -
bade; gyd! -gyde; s囮d[名］ーsk0det,s囮dene;邸d!—g0de; skud-skuddet, skudene; 
tud -tudet, tudene; flodく大河>-floden, floder; bad -baden, b紺e;skod -skoddet, 
skoddene; skod! -skodde. 

つまり，単音節形における短母音状音は短母音音素の実現形と解釈せざるを得な
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いことになる．しかしながら， G144Skema 10.6では複音節形では本来の長母音
は長母音状音形が示されている： bide『bi:og], bede『be:わ],Vぉde『Vぉ：og], bade 
『ba曲];syde [動］『sy:ぬ],s0de [動］（？）『S0函];bude『bu:og], bode『bo:わ],bade 
『ba:og]; ride [1ri曲],vrede [1曲：ogJ, 郡叫e『gra曲];bryde『bry:o:;)], br0de『bro:o:;)];

rude/rode『ro:og],rade『ra曲］．これらの例から察するところ，複音節形における音
長の中和，すなわち，長・短母音無差別の実現は未だに徹底されていないのかも

しれない．そうだとすると，単音節形における短母音状音は全て短母音音素の実
現形とはならないかもしれない．

2. 3. 音声形の対立数の増加

2. 3. 1. /a/ 
/a:/とla/の実現形は年長の世代では音長ばかりではなく音質の相違もある．
非 Ir/環境では /a:/は [a:J,;a1は [a](後続子音がゼロまたは歯子音の場合）ま
たは [a.](その他の場合）である．それゆえ， /a:/の短音化した実現形 [a]は， la/
の [o]の前の実現形 [a]と少なくとも音声的に対立することになる．

bad1『bao'](badeく入浴する〉の命令形）

bad2『bao'](bedeく頼む〉の過去形）

bad3『bao]<入浴＞

この場合，若年層では [aJと[a]が [o]の前で音韻的に対立することになる．
つまり， [a]と [a]を /alとla/としなくてはならないことになる．ただし，
これは非 Ir/に先行され， [oJ(lo!)に後続される音環境の位］と [a]にのみ適用
されることになる．この解釈が適切かどうか疑問であるが， §2. 2. 2で示した
tav [1位w']対 stav『sdaw'](= [a.]対 [a])も音声的には対立する．このほかの環境

では位］は単音節でも複音節でも長母音状音 [a:Jc← /a:/)としてのみ現れる．
しかし， G.145によれば，この環境の la/の実現形は位］となってきているよう
である．もしそうなら，新しい音素を設定する必要はないことになる. (SDUに
よれば， bad2はすでに yngreの世代(=1930年以後生まれ）で『bao'Jまたは
『bao']とある．）
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2. 3. 2. 後舌短母音

単音節形における後舌短母音状音の分布は次のようになる．

（下線の語＝本来の長母音；綴り字中の '=s切d,'=語頭音節以外の第1強勢）

'x_x  I R_x 
x_x ''  

＇ 
: X_[w] : 

＇ 
X_[o] R_X/[w] 

' ''  

R_[o] 

[u] du, slut, busk j : slud, ud', 1寧 ',. ---・ii・---------------,-------------,----------------------叫------------------l---------------畑一
[o] jo ni1veau : : '  ， ' ''fru,  : ''  '''  '' 

I bureau・ 
2 I f:----------+--------------------------------------ロ-~
[o] , 碑ら ！饂寧 krudt, trup, rusk' I 2 , : brud .~ 碑
''  '''  : bio'誕：

l 
-----------------------l-------------:----------------------------------~ 寧 i饂>----------i麟，寧固 ost : Fog, 寧！寧寧 rust, 
' ''  ''  ' ' 担延！
~-------------:------------------- ----------------------r 

＇ [::>] kop, post, sa j : vod, od'krop, trods, 画t : brod, 点d2--[6]-i蜘---------------:-------------:-----------------------------------------~----------------
, tov sov '' ， ＇ - _I  - I ---

[o]1開音節中， [o]2閉音節中，［司閉音節中．

rov,grov': 

例語のうち，jo,jog,Fog, tov, sov, foci, 証dはG141Skema 10.3中の例， fru,krudt, drog 

(drageの過去形）ぷrog,rov, grov, brud1く破壊>,rod [roo'], r姐I[叔)']はG142Skema 

10.4中の例.brud1(『bruo]→）『broo]<破壊>,brud2 (『bruも］→ 『bruo']→）『broo']

く花嫁＞，曲Icir細］＜助言＞，虚t2rroo] < (材木の）腐朽＞．

Gr0nnumでは， lo!,I紺の実現形は次のようなると記述されている(G.151); 

lo/→ [o]: (1)開音節中で； foto『foto]/foto/, proto『proto]/proto/; 

(2) Ir! の前： skjorte [1sgjo1d;;i] /skjort;;i/; 

(3)少数の語の語頭弱強勢閉音節中で： soldat [soiid虻d]/s011 da:t/. 

固：閉音節中で： (feje-)kost r屈sd]/kost/, rust [涵d]frost/. 

／紺→ [a]: (1) /r/の前： vor[洒]/v紅／；

(2)/v/の前： tov rtaw]/磁w/;

[o]その他の場合： lcrop [1lcrob] /lcrap/, tosse [1toぬ］／血;;,/.

これは間瀬(1994: §3. 5. 2)の解釈Iと同じである．

Ir! の前の [o]は問題がないので，以下では取り上げない．

上記の音韻解釈で問題となりうるのは lo/の実現形として， [o]が開音節に，

固が閉音節に現れるという点である．現実には [w],[o]の前での長母音の短音

化によって [o]も [a]も閉音節に現れることになるからである．
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[w], [o]の前以外ではbusk『busg]-ost ['椒d]-post ['posd]あるいは kup['kub]-
skub ['sgab] -kop『bb]のように， /u,0国は各々 [u,a, :J]で実現されると解釈で
きよう.Ir! に先行される場合， [u]は現れなくなる：krudt ['krod], rusk ['rosg] -rust 
［涵d]-trods[加s].この場合の [o直，:J]を各々 /u,o, 紺の実現形とできるかもし
れないが， [o]は /u/の Ir/と子音の間の実現形となることになる．（因みに，
ずっと以前から，綴り字 <u>が短母音を表すとき，鼻子音字に後続されると，
hun, hund, hundrede, pund, kunneを除き， [u]は決して現れない.<u>は［司とな
る： rum['曲n'],rund ['t細],runge [1ra1J~], etc.) 
[w]の前では jog『Jow']-bog『baw']-sov『saw](あるいは /r/_[w]:drog 
[1drow'] -krog ['kraw'] -grov『grow'])で [o,出aJの3個が音声的に対立するが，
これも各々 /u,o, 紺の実現形と解釈できるかもしれない．この場合も [o]は /u/
の実現形ということになるが．（なお，綴り字 <uv>の語はluv1'2,duve, stuveしか
ないと思われるが， SDUおよびPMHに見られる年長の世代の発音では次のよう
になる： luvくラシャ・ビロードなどの表面の毛羽>(SDU) (明瞭形）『lu'.v],(普通形）
『lu'.],非常に明瞭に発音した場合あるいは稀に『lu'.w];(PMH) ['Iu'.(v)]; luvく風上側＞
(SDU) (明瞭形）『lu:v],(普通形）『Iu;],非常に明瞭に発音した場合あるいは稀に
『lu:w];(PMH) (形容詞として）『Iu:(v)];duve (SDU) (明瞭形，普通形ともに）『du:v~],
より不明瞭な発音で『du:w~], あるいは『du:u];(PMH) ['du:(v)~]; stuve (SDU) (明瞭
形）『sdu:v~], (普通形）『sdu:u],より明瞭な発音 ['sdu:w~];(PMH) ['sdu:(v)~]. つまり，
[v] -[w] -[u]の調音点同化により，現実には <v>は発音されないとみなしてよ
いと思われる．）

[o]の前では後舌短母音状音はklud[1kluo']-blod『bloo']-vad『vao']-od ['oo'] 
で， [u]-[o]-[司ー[o]の4個の母音が音声的に対立する．この場合には4個の音
素を設定する必要があるかもしれない．筆者は間瀬(1994: §3. 5. 3)で年長の世
代の言語の解釈IIとして， 4個の音素を設定することを提案しているが，この解
釈はそのまま若年層の言語にも当てはまる可能性がある．（しかし，これは長母音

は長母音状音または短冊音状音で実現され，短母音の長音化が存在しない場合の

ことである．）この解釈の場合には [u]-[o]-[司ー[o]に開音節とか閉音節とかの
音環境に関する規定は不要であるが， [o](/oりの場合のみ [w]の前以外という指
定が必要となる (/o/は [w](/vりの前では [a]となる）．

3. おわりに

§2. 2, 2. 3で若年層の言語が年長の世代の言語と異なる音素が設定される可能
性を示唆したが，それはこの言語の今後の発展の仕方次第であり，今後の動向を

注意深く見ていく必要があろう．

(2010年 10月）
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Lydudviklinger i "unge"s danske rigsmal: Tillぉg

HideoMase 

Resume 

I /DUN 15 (2002) skrev jeg om " Lydudviklinger i "unge"s danske rigsmal og 
lydskrift i udtaleordb0gerne". Derefter fik jeg yderligere oplysninger om 
lydudviklinger i den unge eller yngre generation fra Gmnnum (2001; 2005; 2007). 

(DnMs-lydskrift) [ra] foran dorsale konsonanter er blevet diftongen [raj] hos mange 
talere (Gr0nnum (2007: 36; 149 fu.5)). Men beskrivelsen om denne diftong er ikke 

uden trykfejl, og jeg fik kontakt med forfatteren og fik約lgendesvar: diftongen er 
[raj], ikke [raj], og den er en fonetisk manifestaion af /r邸 forandorsale konsonanter, 
idet [raj] fx i bn叫k[brajg], som er udviklet fra [b点g]→ [brag], skaffer sig aldrig 
画 d.En"ぉgte"diftong, fx grej [graj'], regn [raj'n], har st0d pa□] og er fonologisk 
/aj/. En anden interessant f: ぉnomenGr皿numhenviser til, er fuldstrendigt sammenfald 
af vokallぉngdenforan [o]. "Ord som hede, hedde; gede, gedder kontrasterede 
tidligere…De tenderer nu mod at falde sammen, og udtalen kan enten vぉrelang eller 
kort, uanset hvilket ord der er tale om." (Gr0nnum (2007: 166). 

I§2 viser jeg fonetiske manifestationer og fonetiske kontraster efter nye 

lydudviklinger, som muligvis kan udvikle sig til nye fonologiske kontraster. 
Gennemg細ndefonologiske analyser vises ikke her, idet de nye udtaletendenser ikke 

er belt etableret. 
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